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世界大学合唱祭に

参加し

大学グリークラブ

て
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世
界
大
学
合
唱
祭
は
現
在
二
年
に
一
度
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
り
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
主
催
で
行

わ
れ
る
も
の
で
、
世
界
十
数
ケ
国
か
ら
そ
の
国
を

代
表
す
る
大
学
合
喝
団
が
、
合
唱
連
盟
等
の
推
薦

と
り
ン
カ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
オ

ー
デ
ィ
シ
,
ン
に
よ
っ
て
選
ぱ
れ
、
ワ
シ
ン
ト
ン

と
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
で
十
日
問
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ

る
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
、
そ
の
前
後
二
週

間
程
度
、
ア
メ
リ
カ
各
地
の
大
学
を
個
別
に
訪
問

し
演
奏
会
を
持
つ
も
の
で
す
0
 
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
三
回
の
演
奏
会
の
ほ
か
、
国
連
訪
問
や
、
文
化

的
教
育
的
催
し
も
行
わ
れ
る
。
こ
の
合
唱
祭
は
今

回
で
四
回
目
を
迎
え
、
こ
れ
を
加
え
る
と
、
過
去

世
界
三
十
四
ケ
国
か
ら
、
六
十
五
の
大
学
合
唱
団

が
参
加
し
た
こ
と
に
な
る
。
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1
浦
奏
旅
行
1

同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
二

ニ
ー
ヨ
ー
ク
の
フ
エ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
前
後
、
カ
リ

フ
今
ル
ニ
ア
大
学
、
ミ
ネ
ソ
タ
大
学
、
り
ヴ
ブ
ー

フ
ォ
ー
ル
と
オ
ウ
ク
レ
ア
の
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
大

学
、
ウ
ェ
イ
ン
州
立
大
学
、
ア
ー
モ
ス
ト
大
学
、

エ
ー
ル
大
学
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
、
プ
リ
ン
ス
ト

ン
大
学
、
ワ
シ
ン
ト
ン
大
学
の
十
大
学
と
、
中
学



ニ
ユ
】
ヨ
ー
ク
に
あ
る
り
ン
カ
ー
ン
.
セ
ン
タ
ー

(
右
.
コ
ン
サ
ー
ト
・
ホ
ー
ル
左
・
オ
。
ヘ
ラ
・
ハ
ウ
ス
)

一
,

次
の
訪
問
地
へ
向
け
て
出
発
し
た
こ
と
も
畿
度
か

あ
っ
た
。
観
光
旅
行
的
な
要
素
は
全
く
な
い
と
言

つ
て
良
い
ほ
ど
の
旅
行
で
あ
っ
九
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
こ
の
演
奏
旅
行
が
ワ
シ
ン
ト
ン
と
ニ
ユ
ー

ヨ
ー
ク
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
も
増
し
て
、
印
象

深
く
、
忘
れ
ら
れ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
は
行
く

先
々
で
、
私
九
ち
を
迎
え
て
く
れ
た
、
大
学
の
学

生
や
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
々
の
暖
か
い
心

遣
い
の
お
か
げ
で
あ
っ
九
。
演
奏
会
は
完
壁
に
準

備
さ
れ
、
食
事
、
宿
泊
、
そ
の
他
細
か
い
と
こ
ろ

ま
で
ゆ
き
と
ど
い
て
い
九
。
飛
行
機
か
バ
ス
で
訪

問
地
に
着
く
と
、
私
た
ち
は
二
、
三
名
ず
つ
別
れ

て
(
と
き
に
は
ひ
と
り
で
)
、
そ
の
日
宿
泊
す
る

ホ
ス
ト
フ
ブ
ミ
リ
ー
の
家
へ
車
で
向
か
い
、
り
ハ

ー
サ
ル
の
時
間
ま
で
は
そ
こ
で
過
ど
す
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
ど
ぅ
し
て
も
必
要
最
低
限
の
こ
と

は
、
話
さ
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
語
学
に
弱
い
グ
リ

ー
メ
ン
を
四
苦
八
苦
さ
せ
九
が
、
十
日
も
す
る
と

食
事
中
に
受
け
る
、
日
本
や
大
学
に
関
す
る
質
問

に
も
か
な
り
は
っ
き
り
答
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
短
か
い
時
問
で
は
あ
っ
九
が
、
こ
の
よ
う
に
ア

メ
リ
カ
人
の
生
活
に
じ
か
に
触
れ
得
九
こ
と
も
、

私
た
ち
の
貴
重
な
体
験
の
ひ
と
つ
だ
と
思
う
。

私
九
ち
の
演
奏
に
対
す
る
ア
メ
リ
カ
人
の
反
応

と
小
学
校
を
一
つ
ず
つ
訪
問
し
、
十
回
の
演
奏
会

を
持
っ
た
。
こ
の
問
の
ス
ケ
ジ
ユ
ー
ル
は
、
か
な

リ
ハ
ー
ド
な
も
の
で
、
午
後
の
十
時
半
に
演
奏
会

を
終
え
て
 
9
メ
リ
カ
で
は
ほ
と
ん
ど
の
演
奏
会

が
八
時
半
ご
ろ
に
始
ま
る
)
十
一
時
半
ご
ろ
に
谷

自
の
宿
泊
所
に
着
い
て
、
翌
朝
、
七
時
ご
ろ
に
は

は
、
逆
に
こ
ち
ら
が
驚
か
さ
れ
る
ほ
ど
大
き
く
、

一
曲
終
わ
る
九
び
ご
と
に
大
き
な
拍
手
が
あ
り
、

ほ
と
ん
ど
毎
回
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
、
ア
ン
コ
ー
ル

曲
を
歌
い
終
わ
る
と
、
聴
衆
は
総
立
ち
で
贄
な

拍
手
を
し
て
く
れ
九
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
ア
メ

り
力
で
も
、
そ
、
つ
九
び
た
び
お
こ
る
こ
と
で
は
な

い
そ
う
で
あ
る
。
私
た
ち
に
あ
び
せ
ら
れ
る
贄
辞

も
最
大
級
の
も
の
ぱ
か
り
で
し
だ
い
に
割
り
引
い

て
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
私
た
ち
が
日
常
積

み
重
ね
て
い
る
こ
と
が
、
外
国
で
も
あ
る
程
度
の

評
価
を
得
た
こ
と
は
、
こ
の
上
な
い
喜
ぴ
で
あ
っ

九
。
私
た
ち
が
、
新
島
先
生
の
母
校
ア
ー
モ
ス
ト

大
学
を
訪
れ
九
こ
ろ
は
一
年
中
で
も
一
番
良
い
季

節
で
あ
る
ら
し
く
、
空
は
日
本
の
秋
の
よ
う
に
青

く
高
く
、
広
い
敷
地
に
立
て
ら
れ
た
赤
レ
ン
ガ
の

建
物
が
芝
生
や
木
々
の
緑
に
映
え
て
美
し
か
っ

た
。
ア
ー
モ
ス
ト
で
は
、
学
生
は
試
験
で
忙
し
そ

う
で
あ
っ
た
が
、
コ
ン
サ
ー
ト
後
に
ウ
ォ
ー
ド
総

長
の
官
邸
に
招
か
れ
た
り
、
ニ
ユ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
地
方
を
一
望
で
き
る
マ
ウ
ン
ト
ホ
リ
オ
ー
ク
に

登
っ
た
り
し
て
楽
し
い
時
を
過
ご
し
九
。

ワ
シ
ン
ト
ン
に
集
結
し
九
十
三
ケ
国
、
オ
ー
ス

゛
＼
レ
ー

ノ
ノ
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ト
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ

り
べ
り
ア
、
マ
ラ
ガ
シ
(
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
)
、

、
フ
ィ
リ
。
ヒ
ン
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ス

ウ
エ
ー
デ
ン
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、

そ
し
て
日
本
の
合
唱
団
は
、
長
老
派
教
会
の
大
聖

堂
に
集
合
し
た
。
そ
こ
で
各
国
合
唱
団
の
紹
介
が

行
わ
れ
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
説
明
が
英
語
、
独

語
、
仏
誕
ス
ペ
イ
ン
語
、
日
本
語
で
な
さ
れ
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
合
同
指
揮

者
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
参
加
団
員
全
員
、
五

百
人
余
り
で
歌
う
合
同
ス
テ
ー
ジ
の
練
習
が
は
じ

ま
っ
九
。
練
習
と
は
い
え
、
様
々
な
国
か
長
ま

つ
た
、
五
百
余
の
声
が
天
に
す
い
込
ま
れ
る
よ
う

に
高
い
大
聖
堂
の
天
井
に
響
き
わ
九
る
様
子
は
、

体
に
震
え
が
く
る
ほ
ど
感
激
的
で
あ
っ
た
。
ワ
シ

ン
ト
ン
で
は
ケ
ネ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
サ
ー
ト

ホ
ー
ル
で
、
各
国
が
五
分
程
度
の
自
国
の
合
唱
曲

を
披
露
す
る
「
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
行
わ
れ
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
交
え
て
の
野
外
。
ハ
ー
テ
ィ

ー
や
、
ホ
ス
ト
フ
ブ
ミ
リ
ー
、
こ
と
の
バ
ー
テ
ィ
ー

や
、
ワ
シ
ン
ト
ン
市
内
見
学
、
日
曜
礼
拝
な
ど
に

参
加
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
の

他
に
、
七
団
体
ご
と
の
個
別
演
奏
会
が
二
回
行
わ

ユ

油
断
で
き
な
い
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
終
わ
っ
た
。
次

は
我
々
で
あ
る
。
長
い
間
の
積
み
重
ね
は
こ
の
数

分
の
う
ち
に
集
約
さ
れ
て
現
わ
れ
る
。
大
き
な
拍

手
に
迎
え
ら
れ
て
ス
テ
ー
ジ
に
登
る
。
今
私
九
ち

は
ニ
ユ
ー
ヨ
ー
ク
フ
ィ
ル
の
根
拠
地
ア
ヴ
ェ
リ
ー

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
ホ
ー
ル
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
て
い

る
。
疎
衆
二
千
八
百
。
満
席
で
あ
る
。
タ
ク
ト
が

動
く
0
 
:
・
:
・
後
は
ど
、
つ
な
っ
九
の
か
わ
か
ら
な

時
間
の
経
過
は
意
識
に
な
い
。
:
:
・
・
終
わ
っ

)
0

した
。
一
緜
の
静
寂
の
あ
と
わ
れ
ん
ぱ
か
り
の
拍
手

で
あ
る
。
ブ
ラ
ボ
ー
が
聞
こ
え
る
。
会
場
が
ど
よ

め
い
て
い
る
。
「
や
っ
九
ノ
.
」
。
全
身
か
ら
言
い
よ

う
の
な
い
感
激
が
こ
み
上
げ
て
く
る
。
も
う
前
が

見
え
な
い
。

こ
う
し
て
、
一
月
間
の
ア
メ
リ
カ
演
奏
旅
行
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
終
え
て
、
ホ
ッ
と
し
た
気
持
ち
と

満
足
感
を
も
っ
て
最
後
の
訪
問
地
、
シ
ア
ト
ル
に

向
か
っ
た
。
ニ
ニ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
茶
道
裏
千
家

か
ら
、
デ
ィ
ナ
ー
(
中
華
料
理
)
の
招
待
を
受
け
九

り
、
日
本
人
の
教
会
の
人
々
が
日
本
料
理
の
夕
食

会
を
催
し
て
く
れ
た
り
、
日
本
食
が
恋
し
く
な
っ

て
い
九
私
た
ち
に
と
っ
て
は
涙
の
出
る
ほ
ど
嬉
し

い
こ
と
で
し
九
0
 
又
、
フ
リ
ー
タ
イ
ム
を
利
用
し

(
五
十
三
頁
へ
)

れ
た
。
最
後
の
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー
ト
の
日
、
ニ

ー
ヨ
ー
ク
は
あ
い
に
く
の
雨
も
よ
う
で
あ
っ
九
0

各
国
の
合
唱
団
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
民
族
衣
装
を

身
に
着
け
て
緊
張
し
た
面
持
ち
で
自
分
た
ち
の
出

番
を
待
っ
て
い
九
。
同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
も
、

そ
れ
ま
で
の
演
奏
会
で
自
信
は
つ
け
て
い
た
が
、

ひ
と
つ
失
敗
す
れ
ぱ
大
混
乱
に
陥
い
る
曲
だ
け
に
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合唱団員の交歓風景(ニューヨークで)
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